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統計学分野

実課題・実データによる反転授業の教材及び仮想空間を活用した
PBL型授業の取組み

サイバー･キャンパス ･ コンソーシアム
統計学グループ運営委員会
多摩大学 今泉忠， 実践女子大学 竹内光悦，
武蔵野大学 西川哲夫， 立正大学 渡辺美智子

分野連携アクティブ・ラーニング対話集会

＊統計・データサイエンス教育全学必
修化モデル・カリキュラム
＊oVice等のバーチャル教室、アバ

ターで学生同士の意見交換・教え合
い・学び合いの取組み
＊産学連携コンテストの活用

＊教材プラットフォームによる授業教
材作成と共有化



数理・データサイエンス教育強化コンソーシアム



文脈と分析レベルに応じてプロセスを回す演習：PBL
ICTを活用したデータに基づく

協働的問題解決力
チームの多様性



実践女子大学における仮想空間を活用した
産学連携 PBL 型授業の取組み

 対象授業：
 情報リテラシー活用

 共通教育科目

 2 年生以上対象・後期

 2 つのキャンパス同時開催

 利用プラットフォーム
 2020 年度 zoom
 2021 年度 oVice
 Microsoft Office 365

 発表スライドの協働作成

 LMS で分析データの共有

 協力企業
 インテージテクノスフィア様
 課題とデータ

 課題を踏まえた自社調査データ
を貸与

 キックオフ、中間発表、
最終発表に参加

oViceでのバー
チャル教室

いつでも利用可

毎回の活動は議
事録提出で把握

自主自社調査デー
タや関連資料は

LMS で配布

現在、学内データコンペティション
（産学連携 PBL）の実施も計画中



産学連携コンテストを活用した授業
武蔵野大学工学部数理工学科

科目名「プロジェクト１，２」１回／週 対象2年生及び3年生

データサイエンスグループ（今年度13名）教員2名

4月～ 6月：基礎学習
①作品研究

慶応12回、11回受賞作品、和歌山コンペティション3回、4回
②データ分析手法の演習

「エクセルで簡単データ分析」の演習
③文章・レポートの書き方の学習

「わかりやすい文章のためのテキストブック」の演習
④アイディア創出の実習

「発明アイディアシート」を用いた実習

6月～ 12月：コンテストへの参加
「データビジネス創造コンテスト」への参加

企業から提供されたビジネスデータを利用

「和歌山県データ利活用コンペティション」への参加
オープンデータを利用

12月 ：基礎学習
1月 ：報告書提出、最終報告会
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２）基礎学習（読んで、考えて、書いて、議論する）

①作品研究 入賞作品を批判的に読んで、実践力を学ぶ
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慶応12回、11回受賞作品、和歌山コンペティション3回、4回

①大学の先輩のコンテスト入賞作品を精読し、プレゼンを聞
いて、コンテストの実践力を学ぶ。

②過去のコンテスト入賞作品を精読して、レポートを作成。
要約（分析部分と提案部分）、ポイント、
興味点、疑問・改善点 をまとめる。

③OneNoteで共有

④ZOOMで、各自のレポートを発表して、議論

氏名： 藤田海渡 大友大貴 大和正樹 藤田大輝 グループのまとめ：

要約

分析部分

背景

漫画の市場が衰退しているのでは

ないかと考え、事象や影響を調べ

るとともに、市場拡大の方策を導

く。

データ分析

製品書籍、電子版書籍の指数時系

列を可視化することで、売れ行き

を確認する。また、メディアの影

響について考察し、コミックの興

味喚起することができればコミッ

クの市場が拡大するのではないか

と考察する。

製品書籍と電子書籍の売れ行きを

比較し、電子書籍がある時期から

売れ行きが上がっていることに注

目し、漫画村閉鎖の影響ではない

かと考えられている。

近年、漫画の市場が小さくなって

いる。では、漫画をを発展させる

にはどうしたらいいか。

漫画といっても大きく分けて2種

類ある。コミック本、通称紙と電

子書籍である。紙の売り上げは

年々減少している。それに対し、

電子版は増加している。

紙と電子の共通点として、漫画の

アニメ化や実写ドラマ・映画化、

メディアでの紹介によって急激に

増加することがあげられる。ま

た、電子版は違法無料サイト「漫

画村」の閉鎖のよって大きく増加

した。このことから商品の価格が

重要ということが分かった。

メディアや作品関連の大きなイ

ベントが引き金となり、売り上

げの増加に繋がる

データ分析として、指数時系

列の可視化を行い、また

wikipediaを中心に巻数、発表

期間、TVアニメなどの情報を

時系列に沿って整理してい

る。

まとめとして アニメ、ドラマ

や映画などの効果が大きく、

キャラクター、ストーリーへ

の興味にも売り上げにかか

わっていると推察でき、電子

書籍では、漫画村の閉鎖の時

期を境目に売り上げが急激に

増加していることから、価格

が非常に重要であることが推

察できる。

・漫画の市場が小さくなっている。そのため市

場拡大させるには、どのようにしたらよいか事

象や影響を調べるとともに、方策を考える。

・漫画は大きく分けて、製品書籍、電子書籍の

2つがある。それぞれのデータを可視化して売

り上げを確認すると、製品書籍の売り上げは

年々減少しているが、それに対して電子書籍は

売上が増加している。

・製品書籍、電子書籍の共通点として、メディ

アの影響が大きいと考える。コミックの興味喚

起することができればコミックの市場が拡大す

るのではないかと考察されていた。

・また、漫画村の閉鎖の時期を境目に電子書籍

の売り上げが急激に増加していることがデータ

から読み取れる。このことから商品の価格が非

常に重要であることが推察できる。

提案部分 ブロックチェイン技術を利用した

「コミックチェイン」というもの

を提案する。

これは、同じ本を複数回売ること

により、売り上げが増大するので

はないかと考える。

中古だけが売れないようにするた

め、中古のものには広告を付ける

など、新品も売れるように提案を

する。

中古売買をベースとした、同じ本

が複数回売れるしくみを導入。

新品購入と中古購入での差別化。

中古本を販売数を増やすために情

報発信。

購入者側や販売元の双方に利益

が生じるシステムを仮説し、実

際に数値を当てはめ、将来的に

どれほどの数値(利益)が生じる

かを、検証し提示

コミックチェインというシス

テムを提案した。これは同じ

本を複数回売れるしくみで、

中古と新品の差別化、中古本

の販売数を増やすための工夫

なども述べてられている。

・同じ本を複数回売れる仕組みの「コミック

チェイン」の導入や、中古商品だけが売れてし

まわないように新品と中古品との差別化、中古

品の流通を増やすためにSNSを活用する。

ポイント ブロックチェインによる電子書

籍の2次流通をすることにより、

利益を拡大させる。

販売元にも利益が得られるように

本を多く流通させる。

・情報の些細な変化から背景を

推測、探求することによる根拠

の裏付け

・広まりやすさを売上に繋げ、

中古品だけでの流通が新品購入

者よりも利益を発生させないシ

ステムを作成すること

どういったきっかけでまんが

が売れるのか、売り上げが急

激に伸びたタイミングで何が

あったのかを推察している。

新品だけ、中古だけ売れるこ

とがないようにシステムが考

えられている。

・急激に売れるきっかけやタイミング、情報が

考察されていた。

・ブロックチェインなどによって漫画を拡大さ

せつつ、中古と新品で利益に差が出にくいよう

なシステムを考えられていた。

興味 電子書籍の中古本にするという

考え方はしたことが無かったの

で、面白そうだと感じた。

中古だけでなく、新品も利益を

出すための施策を考えられてい

たので、素晴らしいと思いまし

た。

紙の中古販売は身近だったが、電

子版の方の中古販売は新鮮だと

思った。新品販売も中古販売も発

売元に利益が出るようになってい

て感心した。

販売回数に制限を設けることが

利益を独占しないためのシステ

ムとなる事がわかっているが、

あえて中古販売件数を多くする

ことにより作品に触れる機会が

増えることになるので、広報活

動につながるかとも感じた。

電子書籍を中古として販売す

るという考えはすごいなと

思った。データは劣化しない

ものなので、中古で売るため

のデメリットをほかに設定し

て中古として販売するのは、

うまくやればとても面白いシ

ステムになると思う。

・電子書籍を中古販売するという発想が新鮮

に感じられ、新品購入者と中古品購入者、販売

元に利益が生じることが素晴らしいと感じた。

・また、実物の中古品販売違い電子書籍が劣化

しない点を強調するため、実物販売でのデメ

リットも提示するとや、一定期間の中古販売者

の販売可能件数を多くすることによって作品の

知名度向上により興味を引く、売上につながり

やすいシステムになると感じた。

疑問・

改善点

製品の本の場合、

売り手と買い手が1対1の関係に

あるが、今回の場合は、新品1冊

が中古が何冊にも増えることに

なるので、それはいかがなもの

かと感じました。

紙版だとスペースを取られてしま

う点で売る人がいると思うが、電

子版の場合スペースをほとんどと

らないので流通数がどうしても伸

びにくくなってしまうのでは、と

考えた。

安価による購入を考えている利

用者が多いとも感じるので、中

古販売価格を市場のデータを

ベースに固定化させないと安価

販売者が出るまで流通が止まっ

てしまうという事もありえるか

とも感じた。

新品で買った本を中古とし

て？販売する時のシステムが

少しわからなかった。例えば

メルカリやブックオフのよう

に自分で出品して取引をする

ような形なのか、それとも新

品で購入したサイト（アプ

リ？）で売ったり買ったりも

できるようにするのかなどの

説明もほしいなと思いまし

た。

・紙媒体の漫画の場合、新品1冊が中古本1冊に

なるのに対して電子書籍は新品1冊が中古本と

して何冊かに増えるのは、どうなんだろうと感

じた。

・中古として販売する時に、どのようなシステ

ムで売買するのかの具体例が欲しい、また中古

で販売する場合、値段が均一でないと、最安値

以上の値段の中古本が売れなくなったり最悪流

通が止まってしまう可能性があるのではない

か。

・電子書籍は紙媒体と違って、スペースを取ら

ず、スマホやタブレットがあればどこでも閲覧

できるので、売る人があまり多くなく、流通数

が伸びにくいのではないか。

要
約
・
分
析
部
分

提
案
部
分

興
味

ポ
イ
ン
ト

疑
問
改
善
点

基礎学習のやり方

１）まず、自分で学習（作業）

２）実行結果や進捗を、OneNoteで共有

３）結果について、ZOOMで議論

ブレイクアウトルームを活用

①作品研究

入賞作品コメントレポートの共有（OneNote）



②データ分析手法の演習（まずエクセルで分析法を直感的に理解する）
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「エクセルで簡単データ分析、オーム社」の演習

①ブレイクアウトルームを活用し、少人数のグループをランダムに
作る。

②「エクセルで簡単データ分析」を読み、演習問題を各自実施する。

③わからない箇所は教え合いながら演習を実施する。
必要な時に、教員が解説する。

④OneNoteに演習結果と進捗を上げて共有する。

OneNote上で学習進捗を共有し自己管理

最初に、ファイル名を変更し（元のファイル名-氏名）、グラフを消去する。•

内容を理解し，グラフを実装し終えたら、〇を入力する．•

内容の理解は不十分だが，グラフを実装し終えたら、△を入力する。•

理解が不十分な個所は、同一チーム内で教え合うことによって解決する。•

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

藤田

(海)

原 浅倉 大友 洪 馬場 土方 藤田

(大)

棚田 濱田 板東 大和 湯山 吉田

第1部 0102 〇 ○ 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 ○ 〇

3 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ○

4 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ○

5 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ○

6 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ○

7 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ○

8 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ○

9 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ○

10 〇 △ 〇 〇 〇 〇 ○

11 〇 ● 〇 〇 ○ 〇 ○

12 〇 〇 〇 〇 ○

13 〇 ☻ 〇 ○ ○

問題1 〇 〇 ○ 〇 ○

問題2 〇 〇 ○ 〇 ○

第2部 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ 〇

2 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ 〇

3 〇 〇 ○ 〇 ○ 〇

4 〇 〇 ○ 〇 ○

5 〇 〇 ○ ○

6 〇 〇 ○ 〇 ○

7 〇 ○ 〇 ○

8 〇 ○

9 〇 ○

10 〇 ○

11 〇 ○

12 〇 ○

13 〇 ○

14 〇 ○

15 〇 ○

問題1 ○

問題2

第3部 1

2

3

4

5

6

7

8

問題1

問題2

最初に、ファイル名を変更し（元のファイル名-氏名）、グラフを消去する。•

内容を理解し，グラフを実装し終えたら、〇を入力する．•

内容の理解は不十分だが，グラフを実装し終えたら、△を入力する。•

理解が不十分な個所は、同一チーム内で教え合うことによって解決する。•

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

藤田

(海)

原 浅倉 大友 洪 馬場 土方 藤田

(大)

棚田 濱田 板東 大和 湯山 吉田

第1部 0102 〇 ○ 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 ○ 〇

3 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ○

4 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ○

5 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ○

6 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ○

7 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ○

8 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ○

9 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ○

10 〇 △ 〇 〇 〇 〇 ○

11 〇 ● 〇 〇 ○ 〇 ○

12 〇 〇 〇 〇 ○

13 〇 ☻ 〇 ○ ○

問題1 〇 〇 ○ 〇 ○

問題2 〇 〇 ○ 〇 ○

第2部 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ 〇

2 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ 〇

3 〇 〇 ○ 〇 ○ 〇

4 〇 〇 ○ 〇 ○

5 〇 〇 ○ ○

6 〇 〇 ○ 〇 ○

7 〇 ○ 〇 ○

8 〇 ○

9 〇 ○

10 〇 ○

11 〇 ○

12 〇 ○

13 〇 ○

14 〇 ○

15 〇 ○

問題1 ○

問題2

第3部 1

2

3

4

5

6

7

8

問題1

問題2

氏名1 氏名2 氏名3 氏名4     氏名5 氏名6     氏名7 氏名8     氏名9      



③文章・レポートの書き方の学習（パラグラフライティングの基本を学ぶ）
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「わかりやすい文章のためのテキストブック、冨永先生著」の演習

①ブレイクアウトルームを活用し、少人数のグループをランダムに作る。

②「エクセルで簡単データ分析」を読み、演習問題を各自実施する。

③わからない箇所は教え合いながら演習を実施する。

必要な時に、教員が解説する。

④OneNoteに演習結果と進捗を上げて共有する。

OneNote上で学習進捗を共有し自己管理



④アイディア創出の実習（アイディアの創出法を特許の創出法に学ぶ）
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「発明アイディアシート」を用いた実習

①各自で、3不(不安、不満、不思議)のリストアップし、改
善点を書く。

②一つ選び、
アイディアコンセプト、スケッチ、新規性の確認を書く。

③発明アイデアシートを書く。
④OneNoteに上げて共有する。
⑤ブレイクアウトルームを活用し、少人数のグループをラ
ンダムに作る。

⑥グループ内で、各自のアイディアを説明し、互いに意見
交換する。

⑦必要な時に、教員がアドバイスする。

良いアイディアが生まれれば、パテントコンテストに応募

アイディアレポート例



2018年度パテントコンテスト

コンテストの概要
目的：高校生、大学生等の知的財産マインドが高まり、また、知的財産権制度への

理解が深まることを目的として、2002年から毎年開催

趣旨：日本の次世代を担う若い高校生、高等専門学校生、大学生、専修学校生及び大学校生の皆さんが、自ら考

え出した発明又はデザイン（意匠）について応募いただき、優秀なものについては優秀賞（出願支援対象）と
して表彰するとともに、実際に特許庁への出願を支援することで、特許権又は意匠権の取得までの手続を実体
験していただくものです。

主催：特許庁、文科省、日本弁理士会、工業所有権情報・研修館

選定委員長：毛利さん（宇宙飛行士、科学未来館館長）

優秀賞受賞
・タイトル ：テニスのサーブのイン・アウト判定方法
・発明者 ：川田、古矢、沖田、川村、

須賀、田中、山崎
・優秀賞：538件の応募中、30件の優秀賞

（出願支援対象）に選出。現在出願準備中
・アイディアの由来
：一昨年度プロジェクト授業のテニスチームの成果





教材プラットフォームによる授業教材作
成と共有化

Data Science II （学部２年生後期）を例
に 文系学生

多摩大学 今泉 忠
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分析への道

 課題や問題を記述する

 目標や仮説を作成する

 データを収集する

 仮説の妥当性を明らかにす
るために分析を行う

 分析結果から仮説の妥当
性を評価する

 仮説を再検討する

 仮説を改善する

教材作成と授業13 2021/12/18



データ分析や統計学を通じて

2021/12/18教材作成と授業14

何を修得するか どのように修得するか

仮説をもとにデータ分
析を行える

課題発見とデータに
基づいた問題解決案
の提案

身近な事象から考
える

Big Mac、喫煙によ

る寿命、マラソン記
録、Pengins

教育用統計データ

仮説の妥当性につい
て検討できる

MICE的に可能性を検
討する力

対立仮説と帰無仮
説について根拠を
もとに選択する

扱う統計量 平均
値と標準誤差

チーム内で検討でき
る

協働作業と他者の観
点の理解、データをも
とに討議する力
統一した検討

データと仮説をもと
に、ソフトを用いて
分析結果を検討

分析ソフト jamovi

やExpolatory、
Googleスライド

他のチームの意見を
参考に、 検討結果を
改善できる

さらなる視座

ネットを利用したプレ
ゼンテーション

Web上のホワイト
ボード

Miro, Jamboard

ネット上で展開できる 時間と場所にとらわ
れずに学ぶ

レポート作成



分析のためのツール
 URL 

http://stat.tama.ac.jp/aboutsoftware/

 分析確認シート

 分析プロセスを記述したり、結果について
述べる

 分析ツール

 Jamovi http://jamovi.org/

 Exploratory BI http://exploratory.io/

 チーム作業ツール Googleスライド（共
有が容易）

 視覚化ツール Miro, Jamboard

2021/12/18教材作成と授業15
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例 GDPの代わりに
Big Macの価格を使えないか？

 GDPとは

 Big Mac Index

 UKのThe Economist誌が，取り上げた

 本来は為替レートの比較のためのデータ

 ほんとに使えるの？

 A： GDP_dollarとBig Macの価格はある程度対応して
いるのでは？

 対応している vs 対応していない

 B: Big Macの価格はOECD加盟国とOECD非加盟国
では異なる

 異なる vs 同じ

2021/12/1816 教材作成と授業



分析確認シート
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統計分析ソフト

 学生が、何のために、どのようにするか

 対話型 検討するために、操作の結果がすぐに見える
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チームで作成 Big Mac特性要因図

分析結果 あなたの解釈

Y：BigMac価格

あなたが読み取れること

(1)

(2)

チームメンバー

(1)

(2)
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Web上でチーム間で検討
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Web上でチーム間で検討
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